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会議に付した事件は次のとおりである。

議案第５号 令和６年度月形町一般会計補正予算（第７号）

議案第６号 令和６年度月形町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）

議案第７号 令和６年度月形町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

議案第８号 令和６年度月形町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第９号 令和６年度国民健康保険月形町立病院事業会計補正予算（第

４号）

議案第１０号 令和６年度月形町農業集落排水事業会計補正予算（第１号）

議案第１１号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に

関する条例の制定について

議案第１２号 情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性

の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジ

タル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関

係条例の整理に関する条例の制定について

議案第１３号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定

について

議案第１４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

の制定について

議案第１５号 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定につ

いて

議案第１６号 月形町職員定数条例の一部を改正する条例の制定について

議案第１７号 非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償支給に関する条例の一

部を改正する条例の制定について

議案第１８号 月形町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条

例の制定について

議案第１９号 旧月形町職員退職手当支給条例を廃止する条例の制定につい

て

議案第２０号 月形町第５次総合振興計画の策定について

議案第２１号 定住自立圏の形成に関する協定の締結について

議案第２２号 令和７年度月形町一般会計予算

議案第２３号 令和７年度月形町国民健康保険事業特別会計予算

議案第２４号 令和７年度月形町介護保険事業特別会計予算

議案第２５号 令和７年度月形町後期高齢者医療特別会計予算

議案第２６号 令和７年度国民健康保険月形町立病院事業会計予算

議案第２７号 令和７年度月形町農業集落排水事業会計予算
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○ 議長 大釜 登 ただいまの出席議員は８人です。定足数に達しており

ますので、会議は成立いたしました。

ただいまから、令和７年第１回月形町議会定例会を開会いたします。

（午前１０時００分開会）

直ちに本日の会議を開きます。 （午前１０時００分開議）

議事日程第１号は、お手元に配付のとおりであります。

◎ 日程１番 会議録署名議員の指名

○ 議長 大釜 登 日程１番 会議録署名議員の指名を行います。

本定例会の会期中における会議録署名議員の指名は、会議規則第１２７条

の規定により議長において

若 井 昭 二 議員

東 出 善 幸 議員

の両名を指名いたします。

◎ 日程２番 会期の決定

○ 議長 大釜 登 日程２番 会期の決定を議題といたします。

先に、議会運営委員会委員長から、去る２月２１日開催の議会運営委員会で

の本定例会の運営について、報告の申し出がありましたので、これを許します。

○ 議長 大釜 登 議会運営委員会 松田順一委員長、報告願います。

○ 議会運営委員会委員長 松田 順一 議長の許可をいただきましたので、

令和７年第１回定例会の運営について、去る２月２１日に議会運営委員会を

開催いたしましたので、その協議結果をご報告いたします。

はじめに会期についてでありますが、本定例会に提案されている議案は、町

の提案に係るものとして、令和６年度各会計補正予算、一般議案、令和７年度

町政執行方針並びに教育行政執行方針、令和７年度各会計予算及び予算関連

議案、議会提案として、発議、意見案、会議案が予定されております。

これらを踏まえ、本定例会の会期は、本日４日から３月１９日までの１６日

間とすることにいたしました。

次に、一般質問についてでありますが、３月１３日の１日間を予定し、通告

期限は３月５日の正午までとしております。

一般質問の質問回数は原則４回までですので、十分に守っていただきたいと

思います。その他は会議規則に基づいて行いますので、活発な議論をお願いい

たします。

なお、執行方針に対する質疑は一般質問に含めて行います。

次に、議案等の審査要領についてでありますが、町長提案のうち、令和７年
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度各会計予算６件及び予算関連議案３件の議案につきましては、一括提案とし、

議長を除く全議員による予算特別委員会を設置し、これに付託し、休会中の審

査とすることにいたしました。

本日、予算特別委員会を開催し、正副委員長の選任、審査日程等の協議を行

い、３月１４日から開催される予算特別委員会で、各課長等から説明を受け、

質疑を行っていただくことになりますが、日程については精力的に進めていた

だくことをお願いいたします。

なお、いつも申し上げていることですが、議員の質疑及び町側の答弁につき

ましては簡潔明瞭にされ、議事運営に特段のご協力をお願いいたします。

以上、議会運営委員会において協議をした結果の報告といたします。

○ 議長 大釜 登 以上で議会運営委員会委員長の報告を終わります。

お諮りいたします。本定例会の会期は、ただいま、議会運営委員会委員長か

ら報告のとおり、本日３月４日から３月１９日までの１６日間にしたいと思

います。これにご異議ございませんか。（「異議なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 異議なしと認め、会期については、本日４日から３月１

９日までの１６日間とすることに決定いたしました。

◎ 日程３番 諸般の報告

○ 議長 大釜 登 日程３番 諸般の報告を行います。議長会務報告・例

月出納検査結果報告については、お手元に配付のとおりでありますので、ご

覧願います。

次に、まちづくり常任委員会の閉会中における所管事務調査報告がありま

すので、委員長の報告を求めます。

○ 議長 大釜 登 まちづくり常任委員会 東出善幸委員長、報告願いま

す。

○ まちづくり常任委員会委員長 東出 善幸 まちづくり常任委員会の令和

６年度所管事務調査について、会議規則第７７条の規定により報告いたします。

令和６年度のまちづくり常任委員会所管事務調査については、年度当初に

おいて調査事項の年間計画を策定し、総務課所管２件、企画振興課所管３件、

住民課所管１件、保健福祉課所管２件、農林建設課所管３件、教育委員会所管

２件及び町立病院所管１件の計１４件の調査項目を調査しております。

所管事務調査の方法としては、担当課と調整のうえ、各調査項目の現状及び

課題を説明してもらい、町としての今後の取り組みの推進や方向性の確認など

を行い、常任委員会の中で質疑等を通して、各調査項目の把握に努めてまいり

ました。

今回、調査した項目の中で、特筆すべき調査事項について３点、私からの所
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見をご報告いたします。

最初に、企画振興課所管事務の町民保養センター等改修事業についての調

査でありますが、令和５年度に引き続き現地で計画どおりに改修が進んでい

るかを調査しました。結果、計画どおり改修が進み、９月にリニューアルオー

プンされました。今後は道の駅エリアの現状について、調査したいと考えてお

ります。

次に、中央バス月形線代替交通についての調査でありますが、中央バス月形

線の撤退により、令和 7年４月からアオヤナギ観光バスが定期運行する予定と

なっています。町民は買い物や通院、通学など、生活する上で重要な路線であ

ります。運行後は、町民にとって更なる利便性が良くなるよう、利用者や事業

者から要望や意見を聞いてまいります。

最後に、総務課所管事務のスマートフォン普及拡大支援事業についての調査

でありますが、スマートフォンを保有しない６５歳以上の高齢者が、スマート

フォンを新たに取得した場合、１世帯につき３万５，０００円の月形商工会商

品券を贈呈する事業であります。交付実績等は調査報告書に記載しております。

スマートフォンを持たないという高齢者もおり、ＩＰ端末終了後の情報発信や

情報収集について検討していかなければならないと思います。

調査内容及び結果については、配付済みの報告書に記載のとおりであります

ので、ご確認をお願いいたします。

以上で、まちづくり常任委員会所管事務調査の報告といたします。

○ 議長 大釜 登 以上をもって、まちづくり常任委員会所管事務調査報

告といたします。

○ 議長 大釜 登 次に、行政視察報告がありますので、報告を求めます。

松田順一議員、報告願います。

○ 議員 松田 順一 それでは、お手元にあります月形町議会道内行政視察

報告書について、議会を代表して報告させていただきます。

さて、令和５年４月に行われた月形町議会議員選挙では、立候補者がすべて

５０歳以上の男性であり、さらに定数８名に対して１名の欠員が発生する無投

票選挙でした。そして、令和６年の９月の再選挙において定員は充足されまし

たが無投票で、議員のなり手不足という課題が顕著になっています。

月形町議会では、議会活性化の取り組みを通じて、成功を収めている野付郡

別海町と十勝郡浦幌町に、昨年１１月５日、６日に視察研修して参りました。

はじめに、別海町議会での議会活性化の経緯と取り組みについては、町民が

議会活動に関心を持っていないことへの危機感や若い世代の議員が少なく、な

り手不足の状況を契機に議会活性化に取り組まれました。

平成２８年には第１期別海町議会活性化計画を策定し、議会報告会の回数の
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増加や、新たに議会モニター制度が導入されました。

令和元年度の第２期別海町議会活性化計画では、議会のあり方を明確にする

議会基本条例の策定と委員会の調査力及び政策力の向上を重点目標として、専

門的な知見を持つ大学教授や研究者の助言をいただく議会サポーター制度を

導入しました。また、一般質問会議を通じて全議員が質問内容を相互に助言し

合い、行政に対して具体的かつ効果的な提案ができるようになりました。また、

議会運営の効率化と情報共有の強化のため、タブレット端末とＬＩＮＥＷＯＲ

ＫＳが導入されました。そして、予算決算審査特別委員会を通年で設置するこ

とで、予算と決算の連動性を確かめられるようになったとのことでした。

令和５年度の第３期別海町議会活性化計画では、情報発信の強化、ＩＣＴ化

計画の策定、委員会編成見直し、政策提言サイクル確立など重点計画に挙げら

れています。

令和６年度３月には議員定数調査特別委員会を設置し、定数報酬活性化対策

などを協議しているとのことでした。また、若手議員の中からは「頑張るほど

仕事が際限なく増えていく。町民をどのように巻き込み、町を良くしていける

かが課題だ」という意見がありました。

次に、浦幌町議会の議会活性化の経緯と取り組みは、平成２２年に町民２名

から議員定数や報酬の削減に対する陳情が提出されたことを契機に、改選後の

平成２３年から議会活性化への機運が高まったとのことでした。平成２３年か

ら２７年の第１次議会の活性化では、議長が議会運営委員会に政策立案、議会

運営、定数、報酬、町民に開かれた議会など７項目を諮問し、検討項目として

５５項目を設定されました。また、制度として明文化するために、平成２３年

１２月の定例会で議会基本条例が可決されました。

平成２６年３月には議員の定数条例を１３人から１１人に削減しましたが、

この後の選挙で欠員が生じたとのことです。この欠員を踏まえ、平成２７年か

ら平成３１年の第２次議会の活性化として、議員のなり手不足の検討、議会に

よる町民アンケート調査、チーム議会の発足、一般会議の開催、議員報酬の改

定などが実施されました。結果、平成３１年の改選では２５歳の若手が１名当

選し、令和５年の改選では２０代から３０代の女性が３名当選するなど、世代

交代が進んだとのことでした。

このように、若手や女性の議員が増えている理由として、現役世代が議員に

立候補する際の課題として、「費用面を含めて選挙に対応できるか」と「報酬

が低いため兼業せざるをえないが、その形がとれるか」が立候補の課題になっ

ているとの指摘がありました。こうした課題に対応するため、議会事務局の指

導により、「議会議員とは何か」を学ぶ講座が６回ほど開催されたとのことで

す。また、女性議員として活動するための産休制度の存在やオンライン会議に
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参加できる仕組みがあり、実際に産休中の女性議員が所管事務調査にオンライ

ンで参加し、質問する場面もあったとのことです。

研修を終え、この度の別海町・浦幌町の視察を通じて、議会活性化の取り組

み制度についても具体的な説明を受け、月形町議会においても、若手や女性議

員の参画を促す施策を積極的に進める必要があると感じました。別海町・浦幌

町で得た知見を活かし、議会の活性化に向けた取り組みを実践していきたいと

考えます。早速ですが、１２月には議会事務局の協力によりスマートフォンで

ＬＩＮＥＷＯＲＫＳを導入し、情報共有やスケジュール管理などで議会運営の

効率化が進みつつあります。最後に視察を受け入れてくださった別海町・浦幌

町の関係者の皆様に心より感謝申し上げます。

以上、道内行政視察報告といたします。

○ 議長 大釜 登 以上をもって、行政視察報告といたします。

○ 議長 大釜 登 以上で諸般の報告を終わります。

◎ 日程４番 行政報告

○ 議長 大釜 登 日程４番 行政報告を行います。行政報告については、

お手元に配付のとおりでありますので、ご覧願います。

○ 議長 大釜 登 以上で行政報告を終わります。

◎ 日程５番 議案第５号 令和６年度月形町一般会計補正予算（第７号）

○ 議長 大釜 登 日程５番 議案第５号 令和６年度月形町一般会計補

正予算（第７号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

○ 議長 大釜 登 副町長。

〇 副町長 藤原 栄一 それでは、議案書３ページをお開きください。ただい

ま、議題となりました議案第５号 令和６年度月形町一般会計補正予算（第７

号）について、ご説明を申し上げます。まず、第１条でございますが、補正予

算第７号は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１５９万５，０００円

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６２億２，５６３万７，００

０円とするものであります。また、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、４ページから７ペー

ジの第１表 歳入歳出予算補正によるものであります。本補正予算につきま

しては、年度末にあたり、事務事業費の確定や執行見込み額の精査並びに歳入

調定額等の精査を行いましての、主に予算整理でありますが、ふるさと納税の

寄付金の増加に伴う返礼品代、基金の積立金、物価高騰対策重点支援地方創生

臨時交付金なども計上をいたしております。
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それでは、事項別に主なものについて、ご説明をいたします。４８ページを

お開きください。最初に歳出でございます。１款 議会費 1項 議会費 1

目議会費、補正額１７８万５，０００円の減額でございます。主に議員活動経

費の行政視察研修を道外の予算計上から道内に変更したこと、常任委員会の政

務調査の中止、議会だよりの印刷製本費単価減等による減額でございます。

次に、５０ページをお開きください。２款 総務費 １項 総務管理費 １

目 一般管理費、補正額１８３万５，０００円の減額でございます。説明欄の

記載のとおりでございます。

続きまして、２目 職員給与費、補正額８８２万４，０００円の減額でござ

います。説明欄でございますが、主に職員共済組合費負担金及び追加費用負担

金の減額、職員退職手当組合の負担金率が当初見込みを下回ったことによるも

のが主な要因でございます。

次に、５２ページをお開きください。３目 企画費、補正額１億８，４７８

万６，０００円の増額であります。説明欄でございますが、ふるさと納税の推

進事業の寄付額増によりまして、ふるさと納税の納付金記念品が９，２８１万

４，０００円の増額、ふるさと納税の積立金９，９４６万６，０００円の増額、

地域公共交通対策事業につきましては、主に物価高騰対応重点支援地方交付金

事業、旅客自動車運送事業継続支援金交付事業としまして、２００万円の増額、

鉄道跡地整備事業に係る鉄道敷地測量等業務４５８万７，０００円の減額、Ｊ

Ｒ施設の撤去工事６９７万２，０００円の減額が主な内容でございます。

次に、５４ページをお開きください。４目 情報推進費、補正額８５７万７，

０００円の減額、説明欄でございますが、地域情報通信基盤整備事業につきま

して、主にスマートフォンの拡大奨励金といたしまして、予算を計上しており

ましたけども実績の減によりまして、３９１万４，０００円の減額でございま

す。それから、札比内局舎の空調及びヒーターの更新額の減額、ＩＰ端末機に

かかる引込線の工事費の減額によるものでございます。

５目 広報広聴費、補正額７０３万６，０００円の減額、説明欄でございま

すが、ホームページのシステム更新事業の執行減によるものでございます。

次に、６目 財政管理費から７目の会計管理費、８目の財産管理費、翌ペー

ジですけども、９目の交通安全費などにつきましては、それぞれ補正額は議案

書の記載のとおりでございます。

５６ページでございますが、２項 徴税費 １目 税務総務費 ２目の賦課

徴収費につきましても、それぞれ補正額は議案書に記載のとおりでございます。

次に、５８ページをお開きください。３項 戸籍住民基本台帳費 １目 戸

籍住民基本台帳費、補正額５８万円の減額、説明欄の記載のとおりでございま

す。
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続きまして、４項 選挙費 １目 選挙管理委員会費、続きまして、２目

町長選挙及び町議会議員補欠選挙費、それから、３目 衆議院議員総選挙費に

つきましては、それぞれ補正額は議案書の記載のとおりでございます。

次に、６０ページをお開きいただきまして、５項 統計調査費 １目 統計

調査費、財源振り替えでございます。

６項 監査委員費 １目 監査委員費、説明欄記載のとおりでございます。

続きまして、６２ページをお開きいただきまして、３款 民生費 １項 社

会福祉費 １目 社会福祉総務費、補正額１，９０３万９，０００円の減額で

ございます。説明欄でございますが、減額の主なものにつきましては、障害者

自立支援等給付事業扶助費の１，０８８万２，０００円の減額、障害者サービ

ス費の減額でございます。内容につきましては、利用者の入院一般通所への移

行、死亡転出等によるものでございます。

次に、説明欄の下段の方になりますけども、物価高騰対応重点支援臨時給付

金給付事業４７９万３，０００円の減額、それから、６５ページになりますけ

ども、定額減税補足給付金給付事業２０５万１，０００円の減額、新たな住民

税均等割のみの課税世帯重点支援臨時給付金給付事業３０９万１，０００円の

減額、それぞれ実績の減額でございます。

また、物価高騰対応重点支援地方交付金事業といたしまして、医療・福祉施

設物価高騰支援事業費に３４０万８，０００円の増額です。

内容につきましては、定員のある事業所１５か所を５４６人の見込みでござ

いますが、１人当たり６，０００円、それから、定員のない事業所１施設につ

き１万２，０００円を助成するものでございます。

続きまして、６４ページでございますが、２目 老人福祉費、補正額３，０

３４万１，０００円の減額でございます。説明欄でございますが、老人福祉施

設入所事業の措置費につきまして、退所等に伴う減額でございます。

続きまして、６６ページをお開きいただきまして、３目 国民年金費、補正

額２万１，０００円の減額、説明欄記載のとおりでございます。

続きまして、２項 児童福祉費 １目 児童福祉総務費、補正額７４７万円

の増額、説明欄でございますが、増額の主な内容につきまして、認定子ども園

運営経費でございます。保育士の処遇改善が主な改定の内容となってございま

して、公定価格の９％の増額による運営経費の増額が主な内容となってござい

ます。

次に、６８ページをお開きください。４款 衛生費 １項 保健衛生費 １

目 保健衛生総務費、補正額３３２万８，０００円の増額でございます。説明

欄記載のとおりでございます。

続きまして、２目 予防費、補正額５８３万４，０００円の減額でございま
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す。減額の主な内容ですが、説明欄の新型コロナウイルスワクチン接種業務の

減額でありまして、５９０人を見込んでいたところを２０５人の実績によるも

のでございます。

次に、７０ページをお開きください。３目 環境衛生費 ４目 医療給付費

５目 保健センター費までにつきましては、議案書の記載のとおりでございま

す。

続きまして、２項 清掃費 １目 清掃総務費、１５４万円の減額でござい

ます。説明欄でございますけども、合併処理浄化槽設置整備事業につきまして、

予算よりも実績が下回ったことによる１５２万５，０００円の減額が主な内容

でございます。２目 塵芥処理費、補正額２４５万９，０００円の減額でござ

います。説明欄記載のとおりの内容でございます。

続きまして、７４ページをお開きください。５款 労働費 １項 労働諸費

１目 労働諸費、補正額９万円の減額、説明欄記載のとおりでございます。

続きまして、７６ページをお開きください。６款 農林水産業費 １項 農

業費 １目 農業委員会費、補正額８０万７，０００円の減額でございます。

説明欄記載のとおりでございます。

続きまして、２目 農業振興費、補正額２，７４８万７，０００円の減額で

す。説明欄でございますが、中山間地域等直接支払交付金事業につきまして、

主に中山間地域等直接支払交付金の予定をしておりました事業の取り組みが

なくなったことによりまして、５５５万３，０００円を減額をするものでござ

います。

続きまして、新規就農対策事業といたしまして、地域おこし協力隊活動報償

費について、１組２名分５３７万６，０００円を減額するものでございます。

同じく招致促進事業補助金の実績の減によりまして、３４０万円の減額、地域

おこし協力隊起業等支援事業補助金の実績の減によりまして、４００万円を減

額するものでございます。

続きまして、７９ページの説明欄になりますけども、環境保全型農業直接支

払交付金事業につきまして、堆肥緑肥等の取り組みの面積が減少したことに

よりまして、２１１万６，０００円の減額でございます。

続きまして、新規就農者育成総合対策事業費につきまして、新規就農支援見

込みが１組２名分の実績の減によりまして、２２５万円の減額でございます。

続きまして、４目 農地費、補正額１，０４４万４，０００円の減額でござ

います。説明欄でございますが、農地事務経費につきまして、会計年度任用職

員の勤務内容の変更によりまして、人件費の減額、徳富ダム地区基幹水利施設

管理事業負担金の減額によりまして、３８６万９，０００円の減額でございま

す。それから、月形地区基幹水利施設管理事業の補助金につきまして、月形揚



令和７年第１回月形町議会定例会 １日目（３月４日）

10

水機場の省エネ及びコスト削減の取り組みにおける改良区への補助金といた

しまして、エネルギー価格の高騰分の７割相当分２８３万８，０００円を補助

金の増額と計上してございます。

次に、８０ページをお開きください。２項 林業費 １目 林業振興費、補

正額１４６万８，０００円の減額、説明欄記載のとおりでございます。

次に、８２ページをお開きいただきまして、７款 商工費 １項 商工費

１目 商工業振興費、補正額１，３８８万２，０００円の増額でございます。

説明欄でございますが、物価高騰対策地域振興商品券事業といたしまして、町

民１人当たり６，０００円の商品券を交付するものといたしまして、１，８２

０万３，０００円の増額が主な内容でございます。

続きまして、２目 観光費、補正額８２４万８，０００円の減額でございま

す。説明欄でございますが、観光振興事業につきまして、つきがたイベント実

行委員会の事業内容の変更によりまして、負担金２２０万円の減額でございま

す。地域おこし協力隊事業を２名の採用予定でございましたが、１名の採用と

なりまして、１名は年度途中での退職による減額ということになってございま

す。

続きまして、３目 ふるさと公園費、補正額２，１４５万９，０００円の減

額、説明欄でございますが、主にふるさと公園整備事業の保養センターの改修

工事、それから、駐車場の整備工事費の減額が主な減の要因となってございま

す。それから、８５ページの説明欄になりますけども、ふるさと公園活性化事

業につきましては、地域おこし協力隊花のにぎわい担当が１名につきまして、

年度途中の退任により減額となってございます。

次に、８６ページをお開きください。８款 土木費 １項 土木管理費 １

目 土木総務費、補正額９，０００円の減額でございます。説明欄記載のとお

りでございます。

続きまして、２項 道路橋梁費 １目 道路維持費、それから、３目橋梁維

持費までは議案書の記載のとおりでございます。

続きまして、４目 除雪対策費、補正額１，６５８万１，０００円の減額、

説明欄でございますが、除雪対策経費につきまして、１月時点での除雪の稼働

時間と見込みをさせていただきまして、３７７万３，０００円の増額補正をさ

せていただきます。それから、除雪車の購入経費につきましては、入札の執行

残ということでございます。

続きまして、３項 河川費 １目 河川総務費、補正額４万３，０００円の

減額、説明欄記載のとおりでございます。４項 住宅費 １目 住宅管理費、

補正額１，０８１万５，０００円の減額でございます。説明欄でございますが、

定住化促進事業といたしまして、月形町民間賃貸住宅等建設補助金の実績がな
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かったため、減額をいたします。また、安心住宅補助金につきましては、申請

件数の見込みの減によりまして、４８３万４，０００円を減額をさせていただ

くものでございます。

次に、８９ページの説明欄でございます。建設工事の発注事務経費につきま

して、見積もりの徴取結果による減額２６２万９，０００円の減額となってご

ざいます。

続きまして、９０ページをお開きください。９款 消防費 １項 消防費

１目 消防費、補正額１，１９８万８，０００円の減額でございます。説明欄

でございますが、岩見沢地区消防事務組合の負担金の減でございまして、岩見

沢地区消防事務組合負担金の本部費、指令センターの機器購入事業の負担金分

が５００万円の減額、その他月形支署職員の手当、共済費、それから、消防団

報酬等の減額でございます。

続きまして、２目 防災費、補正額５６万５，０００円の減額、説明欄記載

のとおりでございます。

次に、９２ページをお開きください。１０款 教育費 １項 教育総務費

２目 事務局費、補正額１０万６，０００円の減額、説明欄記載のとおりでご

ざいます。

続きまして、３目 教育振興費、補正額１，１９４万５，０００円の減額で

ございます。説明欄でございますが、学校教育振興事業の減額の主なものとい

たしまして、会計年度任用職員人件費の減額内容といたしましては、中学校の

時間講師２名を予定しておりましたけども、１名になったこと、また、英語講

師の時間について、５０時間の減というものが主な内容となってございます。

それから、高校教育振興事業につきまして、入学進学奨励事業及び海外派遣事

業の実績の減によるものでございます。

次に、９５ページの説明欄でございますが、小中学校情報機器整備事業につ

きましては、教員用のパソコンの仕様の見直しによります減額が主な内容とな

ってございます。

続きまして、２項 小学校費 １目 学校管理費、補正額１９万９，０００

円の減額、説明欄記載のとおりでございます。

続きまして、３項 中学校費 １目 学校管理費、補正額２８万８，０００

円の減額、説明欄記載のとおりでございます。

続きまして、４項 社会教育費 １目 社会教育総務費、補正額２４４万２，

０００円の減額でございますが、説明欄記載のとおりでございます。それから、

９７ページの説明欄でございますけども、少年教育事業につきまして、児童生

徒海外派遣申請につきまして、現在までの実績がない現状によりまして、見込

み額を見直したことによる減額ということになってございます。
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続きまして、２目 社会教育施設費、補正額１６２万９，０００円の減額、

説明欄記載のとおりでございます。

続きまして、５項 保健体育費 １目 保健体育総務費 ２目 体育施設費、

３目 学校給食費につきましては、議案書記載のとおりでございます。

続きまして、１００ページをお開きください。１２款 公債費 １項 公債

費 １目 元金、補正額１３万５，０００円の増額、臨時財政対策債の償還方

式の変更によります増額でございます。

続きまして、２目 利子、補正額６万６，０００円、利率の見直しによる増

額ということになってございます。

続きまして、８ページに戻っていただきまして、補正予算第２条 継続費の

補正でございますが、第２表 継続費の補正といたしまして、町民保養センタ

ー等整備事業の減額をするものであります。

続きまして、９ページをお開きください。補正予算第３条 繰越明許費の補

正でございます。年度内に予算執行の終わらない見込みの事業でありまして、

翌年度に繰り越しして使用できる経費として、歳入歳出予算の補正で説明を申

し上げました第３表 繰越明許費補正の４事業を追加するものであります。一

番上段及び二段目の住民税非課税世帯等重点支援臨時給付金給付及びこども

加算臨時給付金給付事業につきまして、補正予算第６号で措置されたものでご

ざいまして、全体事業費の概ね２割に当たる額を繰り越しをいたします。三段

目の母子保健事業につきまして、本補正予算第７号で提案をいたしました事業

費全額を繰り越しをいたします。それから、一番下の物価高騰対策地域振興商

品券事業につきまして、本補正予算第７号で提案をいたしました事業費全額を

繰り越しをいたします。

続きまして、補正予算第４条 債務負担行為補正でありますが、第４表 債

務負担行為の補正のとおり、１１件の業務等の追加、１件の廃止をするもので

ございます。

続きまして、１０ページから１１ページにかけまして、補正予算第５条 地

方債の補正につきまして、第５表 地方債補正のとおり、１０件の限度額を変

更するものでございます。

１８ページをお開きください。歳入の説明をさせていただきます。１８ペー

ジでございますが、１款 町税 １項 町民税 １目 個人の町民税でござい

ます。補正額３７８万９，０００円の増額、説明欄記載のとおりでございます

が、普通徴収につきましては、不動産所得及び一時所得の減額が見込まれまし

て、２４６万４，０００円の減額、それから、特別徴収の対象者の増によりま

して、４８３万８，０００円の増額でございます。

次に、２目 法人、補正額３５万２，０００円の増額でございます。２項
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固定資産税 １目 固定資産税、補正額１６４万８，０００円の増額、償却資

産の増額でございます。３項 軽自動車税 １目 環境性能割、補正額１６万

円の減額、２目 種別割、補正額４０万１，０００円の減額、４項 町たばこ

税 １目 町たばこ税、補正額１５３万１，０００円の減額。

続きまして、５項 入湯税 １目 入湯税、１００万５，０００円の増額で

ございます。

次に、２０ページをお開きください。２款 地方譲与税 ３項 森林環境譲

与税 １目 森林環境譲与税、補正額４９万４，０００円の増額でございます。

次に、２２ページになります。１０款 地方交付税 １項 地方交付税 １

目 地方交付税、補正額１億４，５５３万６，０００円の増額でございます。

これにつきましては、交付決定額により増額をさせていただくものでございま

す。

次に、２４ページでございます。１１款 交通安全対策特別交付金 １項

交通安全対策特別交付金 １目 交通安全対策特別交付金、補正額４９万３，

０００円の減額でございます。

次に、２６ページでございます。１２款 分担金及び負担金 １項 負担金

１目 民生費負担金、補正額１４１万６，０００円の減額でございます。

続きまして、２目 衛生費負担金、補正額１３万６，０００円の減額。

続きまして、３目 農林水産業費負担金、補正額２８２万３，０００円の減

額でございます。

次に、２８ページでございます。１３款 使用料及び手数料 １項 使用料

１目 総務使用料から７目の農林水産使用料まで、続きまして、２項 手数料

１目 総務手数料から５目 教育手数料まで、議案書記載のとおりでございま

す。

次に、３０ページをお開きください。１４款 国庫支出金 １項 国庫負担

金 １目 民生費国庫負担金、補正額３１万７，０００円の増額、説明欄記載

のとおりでございます。２目 衛生費国庫負担金、補正額３０１万６，０００

円の減額、説明欄でございますが、新型コロナウイルスワクチン接種確保事業

助成金３７３万７，０００円の減額が主な内容となってございます。

続きまして、２項 国庫補助金 １目 総務費国庫補助金、補正額４５８万

１，０００円の増額、説明欄でございますが、デジタル田園都市国家構想交付

金につきまして、一部予定事業の中止による減額でございます。また、物価高

騰対応重点支援地方創生臨時交付金は、国の推奨事業メニューに係る事業１，

６１６万７，０００円の増額でございます。

続きまして、２目 民生費国庫補助金、補正額１２２万円の増額、説明欄記

載のとおりでございます。３目 衛生費国庫補助金、１４１万７，０００円の
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増額、説明欄記載のとおりでございます。４目 教育費国庫補助金、補正額６

万５，０００円の減額、説明欄記載のとおりでございます。

続きまして、３項 委託金 １目 総務費委託金から３目 土木費委託金ま

で議案書記載のとおりでございます。

次に、３２ページをお開きください。１５款 道支出金 １項 道負担金

１目 民生費道負担金、補正額５０３万８，０００円の減額、説明欄記載のと

おりでございます。２目 衛生費道負担金、補正額１２０万８，０００円の増

額、説明欄記載のとおりでございます。２項 道補助金 １目 総務費道補助

金、補正額１万５，０００の増額、説明欄記載のとおでございます。２目 民

生費道補助金、補正額１７２万円の増額、説明欄記載のとおりでございます。

３目 衛生費道補助金、補正額１７万７，０００円の減額、説明欄記載のとお

りでございます。４目 農林水産業費道補助金、補正額７８８万円の減額でご

ざいます。説明欄でございますが、農業費補助金、中山間地域等直接支払交付

金の加算措置取り組みの減によりまして、４１９万円の減額、新規就農者育成

総合対策事業補助金の対象者がなかったことによります補助金の減額でござ

います。

続きまして、５目 商工費道補助金から７目 消防費道補助金までは、議案

書記載のとおりでございます。

次に、３４ページをお開きください。３項 委託金 １目 総務費委託金及

び３目 土木費委託金につきましては、議案書記載のとおりでございます。

次に、３６ページでございます。１６款 財産収入 １項 財産運用収入

１目 財産貸付収入、２目 利子及び配当金については、議案書記載のとおり

でございます。

続きまして、２項 財産売払収入 １目 不動産売払収入については、議案

書記載のとおりでございます。

次に、３８ページをお開きください。１７款 寄附金 １項 寄附金 １目

一般寄附金、補正額２３４万円の増額でございます。

次に、２目 総務費寄附金、説明欄記載のとおりでございますが、ふるさと

納税寄付金の見込み、それから企業版のふるさと納税の寄付金の見込み合わせ

て、１億９，０７０万円、それから、企業版ふるさと納税の寄付金が１００万

円の増額の内容でございます。

続きまして、３目 民生費寄附金、補正額１万円の減額、説明欄記載のとお

りでございます。

次に、４０ページをお開きください。１８款 繰入金 １項 基金繰入金

１目 財政調整基金繰入金、それから、９目の森林環境譲与税基金繰入金まで

議案書記載のとおりでありまして、すべて減額でございます。基金の関連事業
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費の減額、また、一般会計全体の財源調整による減額の補正でございます。

次に、４２ページをお開きください。１９款 繰越金 １項 繰越金 １目

繰越金、補正額５，１６２万４，０００円の増額、この補正によりまして、令

和５年度の繰越金５，１６２万４，０００円を全額予算化するものでございま

す。

次に、４４ページをお開きください。２０款 諸収入 ５項 雑入 ４目

給食事業費収入でございます。補正額７万１，０００円の減額、説明欄記載の

とおりでございます。

続きまして、５目 雑入、補正額２７万３，０００円の減額でございます。

説明欄でございますが、職員退職手当組合負担金精算還付金精算確定による減

額、それから、月形町地域公共交通活性化協議会事業負担金につきまして、月

形浦臼線につきましては、令和６年度国庫補助金の対象路線とならなかったこ

とによりまして、減額となってございます。

次に、４６ページでございます。２１款 町債 １項 町債 １目 総務債、

それから、８目教育債まで、議案書記載のとおりでございます。

以上で、議案第５号の説明を終わります。ご審議のほど、ご議決賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。

○ 議長 大釜 登 ただいま、説明が終わりましたので、質疑を行います。

質疑ございませんか。

○ 議長 大釜 登 滝口 伸議員。

○ 議員 滝口 伸 まず、歳出なのですけれども、５５ページの２款 総務

費 ５目 広報広聴費なのですけれども、ホームページシステム更新事業を７

３９万９，０００円減額になっているのですが、こちらはホームページシステ

ム更新事業を中止されたということでしょうか。

○ 議長 大釜 登 企画振興課長。

〇 企画振興課長 鈴木 暢 結論から言いますと、ホームページの更新は

現在更新中でございまして、新しいホームページにつきましては、あさって３

月６日から公開する予定となっています。内容としましては、現在のホームペ

ージはスマートフォンに未対応であり、住民サービスの向上を目指して再構築

を行っており、合わせてＡＩ技術及びＩＣＴ技術の導入により、職員の業務効

率化を図るために、ホームページを更新することを考えましたが、国の補助を

受けるためには、要件としてＡＩのチャットボットのみを補助対象とすること

になり、令和６年度から縮小されました。令和５年度につきましては、ホーム

ページ改修についてすべての財源を充当していたのですけれども、国の予算が

足りないということで、ＡＩチャットボットのみの補助となったため、ホーム

ページからはＡＩチャットボットの機能を取り除いた形で更新としておりま
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す。

また、町の公式ＬＩＮＥの方ではＡＩチャットボットが備わっておりますの

で、ホームページから町公式ＬＩＮＥの方に誘導をする形でＡＩチャットボッ

トは対応できるかということで、また、両方にＡＩチャットボットを付けます

と、重複管理という形になってしまいますので、その部分は避けたいというこ

とで、ホームページからはＡＩチャット部分を取り除いております。

歳入の方で、国庫補助でデジタル田園都市国家構想交付金１，１３５万６，

０００円減額しておりますが、ホームページに係る部分については、ほぼホー

ムページの部分ということで、１，０７２万１，０００円減額、歳入が１，０

７２万１，０００円の減額、歳出が７３９万９，０００円の減額ということで、

こちらの方が有利だということで判断しまして、このようなホームページの改

修をさせていただきました。以上です。

○ 議長 大釜 登 滝口 伸議員。

○ 議員 滝口 伸 分かりました。それから、歳入の方なのですけれども、

１８ページの１款 町税 ５項 入湯税 １目 入湯税のところですけれど

も、補正前１６０万円に対して補正額が約１００万円増えたということなの

ですが、こちらが想定していたよりも温泉に入る方が増えたということなの

でしょうか。

○ 議長 大釜 登 住民課長。

○ 住民課長 村瀬 潤一 入湯税の関係につきまして、保養センターが改修

工事のため休館しておりまして、通年営業していなかったところもあります。

そういった中での推計となっております。こちらについては、振興公社と特に

調整をしておらず、税の実績の方から推計しておりますので、このような差が

出たということで過去の推計値よりも大幅に上回ったということで今回増額

となっております。以上です。

○ 議長 大釜 登 滝口 伸議員。

○ 議員 滝口 伸 分かりました。最後に１点ですが、２２ページの地方交

付税、１０款 地方交付税 １項 地方交付税 １目 地方交付税の普通交

付税、１億４，５００万円あまり増額ということなのですが、こちらの増額し

ていただいた理由や内容など、簡略でいいのでわかりましたらご説明いただ

けますでしょうか。

○ 議長 大釜 登 副町長。

〇 副町長 藤原 栄一 例年、この時期に地方交付税の決定額の通知が来る

のですけども、最終的な決定通知が１月かと思いますけども、これで額の確定

をされたということで、この１億４，５００万円超の数字については、今回通

知でもって改めて計上させていただいたということで、例年この時期に増額の
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補正をさせていただくということになってございます。以上です。

○ 議長 大釜 登 滝口 伸議員。

○ 議員 滝口 伸 ということは特段、何か物価高騰や社会情勢の変化と

いったものがあって、この額になったということではないということでしょ

うか。

○ 議長 大釜 登 副町長。

〇 副町長 藤原 栄一 地方交付税につきましては、基準財政収入額、それか

ら基準財政需要額、今議員がおっしゃるとおり、物価高騰相当分、それから賃

金費の高騰分も加味されてのこの交付決定額ということになってございます。

○ 議長 大釜 登 よろしいですか。

○ 議員 滝口 伸 はい。

○ 議長 大釜 登 ほかに質疑ございませんか。

○ 議長 大釜 登 我妻 耕議員。

○ 議員 我妻 耕 それでは、５５ページなのですが、５５ページの上の方

において途中で補正がなかったと思います。鉄道敷地測量等業務につきまし

て、予算額に対して４５８万円の減額補正があり、予算の段階では民間譲渡の

ための測量だと言われていたのですが、どういう状況でこのような金額にな

ったのでしょうか。

○ 議長 大釜 登 企画振興課長。

〇 企画振興課長 鈴木 暢 当初、月形の民間譲渡について、議員がおっし

ゃるとおり、民間譲渡のための測量ということで、月形の端と端と言いますか、

２か所の予定を約９００万円で予定しておりましたが、一括発注することに

よって経費が抑えられたのと、測量の予定地も若干減ったことによる減額と

なってございます。以上です。

○ 議長 大釜 登 我妻 耕議員。

○ 議員 我妻 耕 経費が抑えられたことと、それと数が若干減ったとい

うことで、この半減したということで理解します。同じページなのですが、真

ん中の情報推進費のところで、スマートフォンの普及拡大奨励につきまして、

これも途中で補正はなかったと思うのですが、予算段階より半分減っている

部分で、これは実績の減という副町長からの説明があったのですが、もう少し

詳しく、例えば事業の内容が変更になったとか、予定していた事業をやめたと

か、そういうことで減ったのか、内容についてもう少し詳しく教えてください。

○ 議長 大釜 登 総務課長。

〇 総務課長 加藤 弘光 この事業につきましては、スマートフォンの高齢

者への購入支援とＩＰ告知端末機の取り外しに対する協力の支援ということ

で、町内の商品券を交付する事業となっておりますが、当初の見込みよりもス
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マートフォンの事業につきましては、予定としては２００件程度予算を見込

んでおりましたけども、現状の実績としては９０件程度、それとＩＰ告知端末

機の改修事業につきましては、大体予定どおりの件数を見込んでおりますが、

今回はスマートフォンの購入補助に対する実績が少し少なかったということ

で、今回減額させていただきました。

○ 議長 大釜 登 我妻 耕議員。

○ 議員 我妻 耕 予定よりもスマートフォンの普及の方が少なかったと

いうことで、町から情報を得るために必要な器具なので、予算のところでは話

になると思うのですが、了解しました。

次に、６９ページになります。予防費のコロナワクチンの接種費用につきま

して、９月の補正で出てきて、それで先ほどの説明で５９０人を予定していた

のが２０５人になったということで減額されましたというお話だったのです

が、９月の段階でワクチンの質問をされた方がいて、種類についてはわからな

いということであったり、インフルエンザと同様の周知の仕方になりますよと

いうのがあったのですが、全国的に減っている部分は希望者が減っている部分

はあるのですが、月形でも、どのような理由で減っているかというのはどのよ

うに捉えているのでしょうか。

○ 議長 大釜 登 保健福祉課長。

〇 保健福祉課長 渡辺 泰子 月形町でもコロナワクチンの接種はかなり減

っているなという印象がございます。ただ、理由として直接調査などはしてい

ないので、あくまで推測にはなりますけれども、やはり副反応が多いというこ

とで、もうこれ以上はよいかなと考える方が増えたことと、ちまたにいろいろ

なワクチンに関するよくないうわさなども広まっていまして、そういうこと

を考えて、接種するよりかかってしまっても仕方がないかなというような印

象があったかと思います。また、コロナに感染しても、症状があまり重篤でな

い方が増えてきたということも原因の一つかなと思っております。以上です。

○ 議長 大釜 登 我妻 耕議員。

○ 議員 我妻 耕 全国的な理由と似たような感じということで、了解し

ました。続きまして、８７ページなのですが、下の住宅管理費の部分の安心住

宅について、先ほど副町長の説明から、安心住宅に関しては見込みの減という

ことで４８３万円減額になりましたという説明だったのですが、これは危険

家屋の除去の補助だと思うので、予算段階で６０万円の限度として１８件を

予定して予算は立てられたと思うのですが、大体半分ぐらいが減額補正とい

うことで、わかる範囲でよいのですが月形町内の危険家屋、近々に少し対策し

た方がよいかなという危険家屋について件数がわかれば教えてください。
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○ 議長 大釜 登 暫時休憩いたします。 （午前１１時０８分休憩）

○ 議長 大釜 登 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

（午前１１時１０分再開）

○ 議長 大釜 登 総務課長。

〇 総務課長 加藤 弘光 現在、危険家屋という形ではないのですが、町内の

空き家ということで、件数的には１３３件、令和６年の１２月末でこちらとし

ては把握しております。その中に危険家屋がどれぐらいあるかというところ

までは把握しきれていないのですけども、現状としては１３３件の空き家と

いう形です。

○ 議長 大釜 登 我妻 耕議員。

○ 議員 我妻 耕 分かりました。意外に多いなということで、令和６年度

が１８件の予定で予算を立てられていると思いますので、１３３件あるので

すね。中身、その危険なところについては、どこかでやはり調査をされると考

えてもよろしいでしょうか。

○ 議長 大釜 登 総務課長。

〇 総務課長 加藤 弘光 この１３３件については、先ほど申し上げたよう

に空き家ということで確認をしておりますので、どのような形で危険家屋か

どうかというところまでは私どもとしてはまだ判断し切れていないという状

況です。

○ 議長 大釜 登 我妻 耕議員。

○ 議員 我妻 耕 現状は分かりました。続きまして、９５ページなのです

が、人づくり振興事業のところで３２４万円の減額ということで、予算が１，

３２７万円に対して３２４万円ということで、新入生が増えるということで、

令和５年に比べて２００万円近く増額になった予算の中で３００万円減って

いるということなのですが、これ先ほど実績が減っているというふうに減額

しましたという説明なのですが、その実績の内容について教えていただけれ

ばと思います。

○ 議長 大釜 登 教育次長。

〇 教育次長 上葛 隆治 月形高校の支援ということで、人づくり振興事業

から支援してございます。今ほど我妻議員がおっしゃったとおり、当初予算１，

３２７万円ということで、今回３２４万３，０００円の減となってございます。

実際の内訳ですけれども、月形中学校から高校に進学する生徒の入学奨励金

が１６０万円を予定していましたけれども、１００万円ということで６０万

円の減となります。それから、進学奨励として、高校生が大学に進学したとき

の奨励金が２００万円から１００万円、１００万円減となります。それから、
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海外派遣としまして、月形高校の海外派遣が１５０万円から１００万円、５０

万円減ということで、こちらの方が主な内容となってございます。以上です。

○ 議長 大釜 登 我妻 耕議員。

○ 議員 我妻 耕 ありがとうございました。内容は分かりました。令和５

年度が補正で当初よりも増えていて、令和６年度が人数が増えるからといっ

て当初も増えたのですけど、減ったのでお伺いしました。了解しました。

○ 議長 大釜 登 ほかに質疑ございませんか。

○ 議長 大釜 登 金子廣司議員。

○ 議員 金子 廣司 皆さん、いろいろ聞いてくれたので、１点だけ確認の意

味で、過疎債の扱い方を少し確認したいのですが、温泉の整備が完了し、今回

過疎債として補正をかけて７億５，０００万円、工事費が１０億を超えるもの

に対して、どのようにこの７億を組み込むのか、単純に過疎債であれば３対７

という解釈をしているのですが、何か特別な手法があるのかどうか。交付税措

置があることは確かですが、交付税措置があるのであれば、３割の借金だけで

済むのではないかと思うのですが、工事費に対して約７１％を計上している

ため、その仕組みについて教えてください。

○ 議長 大釜 登 暫時休憩いたします。 （午前１１時１５分休憩）

○ 議長 大釜 登 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

（午前１１時２２分再開）

○ 議長 大釜 登 総務課長。

〇 総務課長 加藤 弘光 ８ページの継続費の部分について、こちらの金額

については、工事にかかる部分の費用が計上されております。また、１０ペー

ジの地方債の補正の部分の保養センターの限度額、こちらについては工事に

かかる以外のものについても附帯の工事部分で、その部分も入るものですか

ら、金額的にはこのような形で継続費の方で計上している金額と、補正の限度

額の部分が少し金額的には合わないというような状況が出てまいります。以

上です。

○ 議長 大釜 登 金子廣司議員。

○ 議員 金子 廣司 せっかく調べていただいたなら、もしその工事以外に

も他の工事が含まれているのであれば、それがどの程度のもので、量がどのよ

うになるのか、それに対して、この温泉自体の工事費がどの程度正確に把握さ

れているのかを確認したいと思います。なぜ今これを聞いているのかという

と、まだ議決はしていないけども、新年度予算で源泉棟に対して１億１，００

０万円の借金を作る予定だからです。正直言って、不安になっているのは、現
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在提供されている資料では、この工事の総合振興計画に記載されている経常

収支比率が、私の勉強不足かもしれませんが、７０が理想的であるはずです。

それが現在、私たちのところは令和４年で８５です。これが今年、令和５年、

令和６年と合算すれば、おそらく９０を超えると思います。そうなると、窮屈

な経営をしなければならないことになると思います。それで少し不安になっ

てきたのです。そこで、これがどのようなからくりになるのか知りたかったの

です。もし可能であれば、他の工事も含まれているのであれば、せっかくの機

会ですので、詳細を書面化していただき、待ちますので紙で出していただけれ

ば助かります。無理でしょうか。

○ 議長 大釜 登 出せますか。

○ 議長 大釜 登 総務課長。

〇 総務課長 加藤 弘光 議員のお話のあったその他の附帯工事等について

も、ここに記載はありますが、書面という形で書類提示させていただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。

○ 議長 大釜 登 よろしいですか。

○ 議長 大釜 登 金子廣司議員。

○ 議員 金子 廣司 分かりました。きちんとやはり紙にしてもらった方が、

皆さんもやはり認識していないと少し困るので、それをぜひお願いしたいと

思います。終わります。

○ 議長 大釜 登 ほかに質疑ございませんか。（「質疑なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 質疑なしと認め、以上で質疑を終わります。

次に討論を行います。討論ございませんか。（「討論なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 討論なしと認め、以上で討論を終わります。

お諮りいたします。議案第５号は、原案のとおり可決することにしたいと思

います。これにご異議ございませんか。（「異議なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 異議なしと認め、本案は、原案のとおり可決することに

決定いたしました。

◎ 日程６番 議案第６号 令和６年度月形町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第３号）

○ 議長 大釜 登 日程６番 議案第６号 令和６年度月形町国民健康保

険事業特別会計補正予算（第３号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

○ 議長 大釜 登 副町長。

〇 副町長 藤原 栄一 それでは、議案書の１０９ページをお開きください。

ただいま、議題となりました議案第６号 令和６年度月形町国民健康保険事
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業特別会計補正予算（第３号）について、ご説明を申し上げます。第１条です

が、補正予算第３号は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，８０６万

８，０００円減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億５，０８７

万８，０００円とするものであります。また、歳入歳出予算の補正の款項の区

分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、１１０ペ

ージから１１１ページの第１表 歳入歳出予算補正によるものであります。

本補正予算につきましては、年度末にあたり事務事業費の確定や執行見込み

額の精査並びに歳入調定額等の精査を行いまして、主に予算の整理でありま

す。

それでは、事項別に主なものについて、ご説明を申し上げます。１２６ペー

ジをお開きください。最初に歳出でございます。１款 総務費 １項 総務管

理費 １目 一般管理費、補正額１７万円の減額、説明欄記載のとおりでござ

います。

続きまして、２項 徴税費 １目 賦課徴収費、補正額４万２，０００円の

減額、説明欄記載のとおりでございます。

続きまして、３項 運営協議会費 １目 運営協議会費、補正額８万７，０

００円の減額、説明欄記載のとおりでございます。１２８ページでございます。

２款 保険給付費 １項 療養諸費 １目 療養給付費、補正額２，６６７万

８，０００円の減額、説明欄のとおりでございますけども、医療費につきまし

て見込みよりも大幅に下回ったものによる減額でございます。３目 審査支払

手数料、補正額８万６，０００円の減額、説明欄のとおりでございます。

次に１３０ページをお開きください。３款 国民健康保険事業費納付金 １

項 医療給付費分 １目 医療給付費分、補正額０円財源振替でございます。

続きまして、２項 後期高齢者支援金等分 １目 後期高齢者支援金等分、

財源振替でございます。３項 介護納付金分 １目 介護納付金分、財源振替

でございます。１３２ページをお開きください。５款 保健事業費 １項 特

定健康診査等事業費 １目 特定健康診査等事業費、補正額１５９万６，００

０円の減額でございます。説明欄でございますが、特定健康診査受診率向上支

援等共同事業の通院者対策事業量の減によるものが主な内容となってござい

ます。

続きまして、２項 保健事業費 １目 保健衛生普及費、補正額５万円の減、

説明欄記載のとおりでございます。１３４ページをお開きください。７款 諸

支出金 １項 諸費 ２目 過年度返納金、補正額２２万６，０００円の増額、

説明欄記載のとおりでございます。

続きまして、３目 直営診療施設勘定繰出金、補正額４１万５，０００円の

増額、説明欄のとおりでございます。
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続きまして、１１８ページをお開きください。歳入でございます。１款 国

民健康保険税 １項 国民健康保険税 １目 国民健康保険税、補正額２５９

万円の減額、当初予算の保険税よりも見込みが下回ったものによるものでござ

います。

次に、１２０ページをお開きください。４款 道支出金 １項 道補助金

１目 保険給付費等交付金、補正額２，６３４万９，０００円の減額でござい

ます。先ほどの歳出の保険給付費、療養給付費の減額によるものでございます。

次に、１２２ページをお開きください。６款 繰入金 １項 他会計繰入金

１目 一般会計繰入金、補正額２８４万６，０００円の増額でございます。説

明欄記載のとおりでございます。２項 基金繰入金 １目 財政調整基金繰入

金、補正額３７７万８，０００円の減額、当初６月の補正予算の見込みを下回

ったものによるものでございます。１２４ページをお開きください。７款 繰

越金 １項 繰越金 １目 繰越金、補正額１８０万３，０００円の増額、令

和５年度の繰越金の全額をこれで計上することになってございます。

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○ 議長 大釜 登 ただいま、説明が終わりましたので、質疑を行います。

質疑ございませんか。

○ 議長 大釜 登 我妻 耕議員。

〇 議員 我妻 耕 １点だけなのですが、１３３ページ、教えていただきた

いのですが、特定健康診査受診率向上支援等共同事業で、説明によりますと通

院者対策の事業費が減ということですが、確か月形と連合会とどこかの三者

で受診のおすすめ、通院のおすすめみたいなことをしたり、重症化を予防する

という事業だと思うのですが、通院者の方が減ったということなのですが、そ

の目標に対して減ったのは、人口減や対象者減というか、その他の理由がある

のであれば、どうしてこれが減ったのかということを教えていただければと

思います。

○ 議長 大釜 登 住民課長。

〇 住民課長 村瀬 潤一 ただいまの特定健康診査受診率向上支援等協同事

業ですけども、こちらについては連合会と国保連合会との共同事業でありま

して、対象者に対する電話勧奨や相談などを行っているところですけども、こ

のうち電話勧奨、それから重症化予防事業について実施していなかったとい

うことで減となっております。実施しなかった理由としましては、国の財源が

見込めなくなったということで今回見送っております。なお、受診率につきま

しては、若干減っている傾向にございます。４５０人から５００人弱の受診と

いうことで、減っているところです。新年度においても、これらのことについ

て、対策を検討しているところでございます。以上です。



令和７年第１回月形町議会定例会 １日目（３月４日）

24

○ 議長 大釜 登 我妻 耕議員。

〇 議員 我妻 耕 ありがとうございます。国の財源がなくなったという

ことで理解しました。受診率が減っていることにつきましては、人数が減って

いる単純な理由として、対象者が減っていると考えてよろしいでしょうか。

○ 議長 大釜 登 住民課長。

〇 住民課長 村瀬 潤一 対象者も減っているところでありますが、受診さ

れる件数というか、本来受診されるべき方が受診していないというところも

ございます。以上です。

○ 議長 大釜 登 ほかに質疑ございませんか。（「質疑なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 質疑なしと認め、以上で質疑を終わります。

次に討論を行います。討論ございませんか。（「討論なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 討論なしと認め、以上で討論を終わります。

お諮りいたします。議案第６号は、原案のとおり可決することにしたいと思

います。これにご異議ございませんか。（「異議なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 異議なしと認め、本案は、原案のとおり可決することに

決定いたしました。

○ 議長 大釜 登 暫時休憩いたします。 （午前１１時３７分休憩）

○ 議長 大釜 登 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

（午後 １時３０分再開）

○ 議長 大釜 登 午前中に金子議員からの質問に対する答弁が保留にな

っておりますので、説明を求めます。

○ 議長 大釜 登 総務課長。

〇 総務課長 加藤 弘光 今ほどお配りいたしました表についてなのですが、

こちらは令和５年と令和６年の保養センター等の改修事業の一覧となってお

ります。右側一番右の欄の継続費、こちらの金額と議案書の８ページの継続費

補正という欄の金額が同じ金額となります。それで、令和６年につきましては、

①から⑥まで、こちらが起債の対象事業ということで、⑥については起債の対

象となっておりませんけども、①から⑤までの事業については起債の対象と

いうことで、こちらの下にＲ６借入額という形で書いておりますけども、７億

５，１３０万円が１０ページの下段の地方債の限度額と合うような形となっ

ております。また、対象外の経費につきましては、令和６年については１，９

４１万４，０００円という内訳となっております。以上です。

○ 議長 大釜 登 金子廣司議員。

〇 議員 金子 廣司 そうすると、この起債はすべて過疎債と解釈してもよ
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ろしいでしょうか。

○ 議長 大釜 登 総務課長。

〇 総務課長 加藤 弘光 そのとおりです。

○ 議長 大釜 登 金子廣司議員。

〇 議員 金子 廣司 少し確認したいのですが、さっき質問したときにも言

っていますが、この７億５，１３０万円の起債について、補正後の扱い方は、

私の理解では、総元の３割が町で持ち、あとは国の交付税措置がされると解釈

しています。ただ、その計算をすると、少し数字が違うような気がします。こ

の過疎債が毎年確実に来ることはわかっていますが、それがどのようにうち

の町に反映されるのか、教えてください。

○ 議長 大釜 登 総務課長。

〇 総務課長 加藤 弘光 起債の対象経費となる部分につきましては、例え

ば備品購入等に係るものになりますと、１品２０万円以下のものなどについ

ては、この起債の対象から外れる形になります。また、施設等についても、施

設を一体化していないような部分については、起債の対象外ということで外

れる形になります。事業費の、先ほどもお話があった７割については交付税措

置されますが、３割については町の負担という形になります。

○ 議長 大釜 登 金子廣司議員。

〇 議員 金子 廣司 それはわかります。だから今、予算を立てる中で地方債

を組んでいるわけですが、この地方債が、そのまま借金になるという話ではな

いですよね。私が確認したいのは、全額が借金ということであれば、それは少

しおかしいのではないかということです。うちの実際の負担は３割ですよね。

私としては、単純にその３割分が借入になるなら、特に疑問には思わないので

すが、そうではないようですので。今回、７億５千万円を地方債として計上し

ていますが、この金額がどのような形で地方交付税として算入されるのか、そ

こがはっきり分からないのです。年度の中で最終的に精算されるような形に

なるのか、その仕組みをもう一度しっかりと認識しておきたくて、今回改めて

お聞きしています。過疎債の場合、７割が地方交付税措置の対象になるなら、

残りの３割だけをうちが負担、つまり借金すればよいという単純な考え方に

なると思うのです。でも、今回の数字を見ると、どうもそう単純ではないよう

に見えますので、そこをわかりやすく教えてください。

○ 議長 大釜 登 副町長。

〇 副町長 藤原 栄一 先ほど、総務課長の方から説明をしたとおりでござ

いますけども、地方債の補正の７億５，１３０万円、これが先ほど総務課長

から説明があったとおり、過疎債というような借り入れの金額になります。

毎年の償還額に対して、償還額の７割相当分、これが交付税で措置され、残
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りの３割は町の一般財源で対応していくということになります。先ほど８ペ

ージの継続費の補正ですね。この１０億５，８４４万４，０００円が全体事

業費の見込みでございまして、先ほどお配りさせていただきました資料の中

で、令和５年度と６年度の事業内容の内訳を示させていただいたところでご

ざいますけども、この全体事業費のうちの７億５，１３０万円を借り入れし

ますので、この７億５，１３０万円のうちの７割は交付税措置されるという

ような見込みをしてございます。残りの３割は町の一般財源の持ち出しとい

う形で考えてございます。以上です。

○ 議長 大釜 登 金子廣司議員。

〇 議員 金子 廣司 少し確認したいのですが、今７億５，１３０万がベー

スで、その７割が交付税措置されて、３割は町で出しているということにな

りますよね。そうすると、この総額で１１億６，４００万かかっているので

すが、そのあとの差額というのは単費で処理しているということで理解して

よろしいでしょうか。

○ 議長 大釜 登 副町長。

〇 副町長 藤原 栄一 議員のおっしゃるとおりでございますし、全額単費

なのですけども、基金の取り崩しをしまして、一部基金の取り崩しを財源に

充てるということで考えてございます。

○ 議長 大釜 登 よろしいですか。

〇 議員 金子 廣司 分かりました。

◎ 日程７番 議案第７号 令和６年度月形町介護保険事業特別会計補正予算

（第４号）

○ 議長 大釜 登 日程７番 議案第７号 令和６年度月形町介護保険事

業特別会計補正予算（第４号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

○ 議長 大釜 登 副町長。

○ 副町長 藤原 栄一 それでは、議案１３７ページをお開きください。ただ

いま、議題となりました議案第７号 令和６年度月形町介護保険事業特別会

計補正予算（第４号）について、ご説明を申し上げます。第１条でございます

が、補正予算第４号は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，５６０万

３，０００円減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億１，８２５

万円とするものであります。また、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は１３８ページから１３

９ページの第１表 歳入歳出予算補正によるものであります。今回の補正予

算につきましては、年度末にあたり、事務事業費の確定や執行見込みの精査並
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びに歳入調定額等の精査を行いましての、主に予算整理でございます。

それでは、事項別に主なものについて、ご説明をいたします。１５６ページ

をお開きください。最初に歳出でございます。１款 総務費 １項 総務管理

費 １目 一般管理費、補正額１８６万６，０００円の減額、説明欄記載のと

おりでございます。２項 介護認定審査会費 １目 介護認定審査会費、補正

額４万１，０００円の減額、続きまして、２目 認定調査等費、補正額２１万

円の減額、説明欄記載のとおりでございます。３項 計画策定費 １目 計画

策定費、補正額８万２，０００円の減額、説明欄記載のとおりでございます。

１５８ページをお開きください。２款 保険給付費 １項 介護サービス等諸

費 １目居宅介護サービス等給付費、補正額５４７万２，０００円の減額、説

明欄記載のとおりでございますが、利用者の減による減額でございます。

続きまして、２目 施設介護サービス給付費、補正額２，６４０万円の減額。

これにつきましても、施設介護サービスの利用者の減が主な理由でございます。

続きまして、２項 介護予防サービス等諸費 １目 介護予防サービス給付

費、補正額１８２万円の減額、同じく、介護予防サービス等の利用者給付費の

減でございます。

次に、１６０ページをお開きください。４目 介護予防サービス計画給付費、

補正額１４万３，０００円の減額。

続きまして、４項 高額介護サービス等費 １目 高額介護（予防）サービ

ス費、補正額８８万７，０００円の減額。

続きまして、５項 高額医療合算介護サービス等費 １目 高額医療合算介

護（予防）サービス費、補正額９１万６，０００円の減額でございます。１６

２ページをお開きください。６項 特定入所者介護サービス等費 １目 特定

入所者介護（予防）サービス費、補正額２９万６，０００円の減額でございま

す。１６４ページをご覧ください。３款 地域支援事業費 １項 介護予防事

業費 １目 介護予防事業費、補正額３１万３，０００円の減、説明欄記載の

とおりでございます。

続きまして、２項 包括的支援事業・任意事業費 １目 包括的・継続的ケ

アマネジメント支援事業費、補正額３万２，０００円の減額、説明欄記載のと

おりでございます。２目 総合相談事業費、補正額５万２，０００円の減額、

説明欄記載のとおりでございます。１６６ページをお開きください。３目 任

意事業費、補正額６４万円の減額、説明欄記載のとおりでございます。４目

生活支援体制整備事業、補正額１万円の減額、説明欄記載のとおりでございま

す。５目 認知症総合支援事業費、補正額２万７，０００円の減額、説明欄記

載のとおりでございます。

続きまして、３項 介護予防・生活支援サービス事業費 １目 介護予防・
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生活支援サービス事業費、説明欄記載のとおりでございまして、介護予防生活

支援サービスの利用者が大きく減ったものでございます。１７０ページをご覧

ください。４款 基金積立金 １項 基金積立金 １目 介護給付費準備基金

積立金、補正額１，６１２万６，０００円の増額で、説明欄記載のとおりでご

ざいまして、会計余剰分の積立金でございます。

続きまして、１４６ページをお開きください。歳入でございます。４款 国

庫支出金 １項 国庫負担金 １目 介護給付費負担金、補正額５９万７，０

００円の減額でございます。２項 国庫補助金 １目 調整交付金から６目

事業費交付金まで、議案書記載のとおりでございます。１４８ページをご覧く

ださい。５款 支払基金交付金 １項 支払基金交付金 １目 介護給付費交

付金、補正額１，２３６万７，０００円の減額でございます。歳出の介護給付

費の補正によりまして、こちらも減額となってございます。２目 地域支援事

業支援交付金、補正額３９万４，０００円の減額でございます。１５０ページ

をご覧ください。６款 道支出金 １項 道負担金 １目 介護給付費負担金、

補正額１０７万９，０００円の減額、歳出の介護給付費の補正によるものでご

ざいます。

続きまして、２項 道補助金 １目 地域支援事業交付金（包括的支援事

業・任意事業）及び２目 地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援事業）

につきましては、議案書記載のとおりでございます。１５２ページをご覧くだ

さい。８款 繰入金 １項 一般会計繰入金 １目 介護給付費繰入金、補正

額４５０万６，０００円の減額でございます。これも歳出の介護給付費の補正

によるものでございます。２目 その他一般会計繰入金、３目 地域支援事業

繰入金（包括的支援事業・任意事業）、４目 低所得者介護保険料軽減繰入金、

５目 地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援事業）につきましては、

議案書記載のとおりでございます。

続きまして、２項 基金繰入金 １目 介護給付費準備基金繰入金、補正額

７０４万９，０００円の減額でございます。会計の全体の財源状況によりまし

て、基金繰入金は全額減額をさせていただくものでございます。

次に１５４ページをご覧ください。９款 繰越金 １項 繰越金 １目 繰

越金、補正額１１３万１，０００円の増額です。令和５年度の繰越金は、この

１１３万１，０００円で全額の計上でございます。

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○ 議長 大釜 登 ただいま、説明が終わりましたので、質疑を行います。

質疑ございませんか。

○ 議長 大釜 登 我妻 耕議員。

〇 議員 我妻 耕 全体的な傾向としての部分なのですが、きっと利用者
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の減少が減額の補正の理由になっているということで、予算立ても含めて大

変な事業であると思うのですが、そこの中に隠れてしまっている部分がある

のかどうかというのが、本来減少していくもので減少したのか、それとも何か

違う理由があるのかというのは、私たちの方でも議員の方でも見にくくなっ

ているけれども、見ていかなくてはいけないと思います。少し全体的な部分で、

そういう感じはしたのですが、１６７ページ、これは予算のときにも質問させ

ていただいた件なのですが、この部分で少しお聞きしたいのが家族介護応援

手当の部分で、３月の予算のときには４人で月あたり２万円ということで２

４万円掛ける４で９６万円の予算立てがあったと思うのですが、今回６４万

円の減額ということで、使われたのが３２万円ということで、これの実施状況

を教えていただければと思います。

○ 議長 大釜 登 保健福祉課長。

○ 保健福祉課長 渡辺 泰子 家族介護応援手当の部分でございますが、予

算のときには利用していらっしゃる方が２名おられて、新規の方を２名見込

んでの予算額でございました。実績といたしまして、お二人の利用者がいたの

ですが、お一人、途中で入院されたことによりまして、対象から外れたという

状況でございます。介護度が要介護３以上の方で、自宅で介護している方に給

付されるものですので、年度の途中で対象になる方がいらっしゃらなかった

ということで、現在利用者が１名となっており、減額となったものです。以上

です。

○ 議長 大釜 登 我妻 耕議員。

〇 議員 我妻 耕 分かりました。２名いた人のうち１名が途中というこ

とで１名半ぐらいの実績になったということで、新たに２名はいなかったと

いうことなのでしょうが、その予算のときも少し聞かせていただいたのです

が、きっと大変な部分ではあると思うのですが、このケアラーの状況というの

は、今年度調査されたりアンケートされたりというのはあるのでしょうか。

○ 議長 大釜 登 保健福祉課長。

○ 保健福祉課長 渡辺 泰子 介護されているご家族等については大変な状

況だと認識はしておりますが、特に調査等は行っておりません。

○ 議長 大釜 登 我妻 耕議員。

〇 議員 我妻 耕 そうですね。ケアラーの要介護３以上ということでは

あるのですけど、ケアラーは結構多様化していまして、要介護ばかりではなく

て、何と言いますかね、精神疾患も含めたり、ひきこもりを含めたり、いろい

ろな部分でケアラーという部分で、きっと潜在的にはあると思うのですね。そ

の部分につきましては、３月の時も言わせていただいたのですが、ぜひ一度調

べていただけるとよいかなと思っております。以上です。
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○ 議長 大釜 登 よろしいですか。

〇 議員 我妻 耕 はい。

○ 議長 大釜 登 ほかに質疑ございませんか。（「質疑なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 質疑なしと認め、以上で質疑を終わります。

次に討論を行います。討論ございませんか。（「討論なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 討論なしと認め、以上で討論を終わります。

お諮りいたします。議案第７号は、原案のとおり可決することにしたいと思

います。これにご異議ございませんか。（「異議なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 異議なしと認め、本案は、原案のとおり可決することに

決定いたしました。

◎ 日程８番 議案第８号 令和６年度月形町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）

○ 議長 大釜 登 日程８番 議案第８号 令和６年度月形町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

○ 議長 大釜 登 副町長。

〇 副町長 藤原 栄一 それでは、議案書１７３ページをお開きください。た

だいま、議題となりました議案第８号 令和６年度月形町後期高齢者医療特

別会計補正予算（第１号）について、ご説明を申し上げます。第１条ですが、

補正予算第１号は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４７７万１，０

００円減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６，８１５万９，００

０円とするものであります。また、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、１７４ページから１

７５ページの第１表 歳入歳出予算補正によるものであります。今回の補正

予算につきましては、年度末にあたり、事務事業費の確定や執行見込み額の精

査並びに歳入調定額等の精査を行いましての、主に予算整理でございます。

それでは、事項別に主なものについて、ご説明をいたします。１８８ページ

をお開きください。歳出でございます。２款 後期高齢者医療広域連合納付金

１項 後期高齢者医療広域連合納付金 １目 後期高齢者医療広域連合納付

金、補正額４７７万１，０００円の減額、説明欄記載のとおりでございます。

続きまして、１８２ページをお開きください。歳入でございます。１款

後期高齢者医療保険料 １項 後期高齢者医療保険料 １目 特別徴収保険

料、補正額３２９万７，０００円の減額でございます。２目 普通徴収保険

料、補正額８０万１，０００円の増額でございます。

次に、１８４ページをご覧ください。２款 繰入金 １項 他会計繰入金
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１目 一般会計繰入金、補正額２４５万６，０００円の減額でございます。

続きまして、１８６ページでございます。３款 繰越金 １項 繰越金

１目 繰越金、補正額１８万１，０００円の増額でございます。

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○ 議長 大釜 登 ただいま、説明が終わりましたので、質疑を行います。

質疑ございませんか。（「質疑なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 質疑なしと認め、以上で質疑を終わります。

次に討論を行います。討論ございませんか。（「討論なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 討論なしと認め、以上で討論を終わります。

お諮りいたします。議案第８号は、原案のとおり可決することにしたいと思

います。これにご異議ございませんか。（「異議なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 異議なしと認め、本案は、原案のとおり可決することに

決定いたしました。

◎ 日程９番 議案第９号 令和６年度国民健康保険月形町立病院事業会計補

正予算（第４号）

○ 議長 大釜 登 日程９番 議案第９号 令和６年度国民健康保険月形

町立病院事業会計補正予算（第４号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

○ 議長 大釜 登 副町長。

〇 副町長 藤原 栄一 それでは、議案書の１９１ページをお開きください。

議案第９号 令和６年度国民健康保険月形町立病院事業会計補正予算（第４

号）について、ご説明を申し上げます。補正予算第２条 収益的収入及び支出

の予定額の補正でありますが、収入の部では、１款 病院事業収益 １項 医

業収益、４，８４４万４，０００円減額、２項 医業外収益、４９２万７，０

００円増額、計４，３５１万７，０００円減額し、病院事業収益の総額を６億

４，２７９万９，０００円とするものであります。支出の部では、１款 病院

事業費用 １項 医業費用、４，３６４万３，０００円減額、２項 医業外費

用１２万６，０００円増額、計４，３５１万７，０００円減額し、病院事業費

用の総額を病院事業収益の総額と同額の６億４，２７９万９，０００円とする

ものであります。

補正予算第３条は資本的収入及び支出の予定額の補正でありまして、収入の

部では、１款 資本的収入 ２項 繰入金、３万円減額、３項 企業債９８０

万円減額、計９８３万円の減額で、資本的収入の総額を１億４４３万４，００

０円とするものであります。支出の部では、１款 資本的支出 １項 建設改

良費、１，７２６万６，０００円減額し、資本的支出の総額を１億１，６９４
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万円とするものであります。これに伴いまして、資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額１，９９４万２，０００円を１，２５０万６，０００円に、

また、過年度分損益勘定留保資金につきましても同様に改めるものであります。

今回の補正予算につきましては、年度末にあたり、事務事業費の確定や執行

見込み額の精査並びに収益等の見込み額の精査を行って、主に予算の整理をす

るものであります。

それでは、事項別に説明をいたします。２０６ページをお開きください。収

益的支出でございます。１款 病院事業費用 １項 医業費用 １目 給与費、

説明欄でございますが、給料の減額が４６６万７，０００円、主に事務職員の

給料といたしまして、職員の育児休業等による減額でございます。

次に、２節の手当でございますが、扶養手当が１０５万３，０００円の減額、

時間外勤務手当が６２６万４，０００円の減額が主な内容となってございます。

３節でございますが、報酬であります。会計年度任用職員、看護補助者が５５

４万６，０００円の減額、会計年度任用職員、事務員が１４８万３，０００円

の減額、会計年度任用職員短期・短時間勤務の職員でございますが、１０５万

７，０００円の減額でございます。

次に、２０８ページをお開きください。２目の材料費でございます。材料費

の中の薬品費が４１５万８，０００円の減額、それから診療材料費２７６万４，

０００円の減額が主な要因となってございます。

続きまして、３目 経費、一番下の手数料でございますけども、看護師人材

派遣手数料、それから看護師紹介手数料、１２３万８，０００円の減額が主な

内容となってございます。

次に、２１１ページの委託料のところでございますけども、委託料の中段、

検査業務、６９２万６，０００円の減額となってございます。

次に、２１０ページの４目 減価償却費、補正予定額２９万１，０００円の

減額でございます。５目 資産減耗費１０２万４，０００円の増額でございま

す。

続きまして、６目 研究研修費、８０万円の減額でございます。

２１２ページをご覧ください。２項 医業外費用 ２目 患者外給食費、補

正予定額１２万６，０００円の増額、説明欄記載のとおりでございます。

続きまして、２０４ページをご覧ください。収益的収入でございます。１款

病院事業収益 １項 医業収益 １目 入院収益、補正の予定額でございます

が、３，１９３万７，０００円の減額でございます。２目 外来収益、補正予

定額１，６９９万４，０００円の減額でございます。４目 その他医業収益、

４８万７，０００円の増額でございます。説明欄記載のとおりでございます。

続きまして、２項 医業外収益 １目 他会計負担金、補正予定額９２万７，
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０００円の増額でございます。説明欄記載のとおりでございます。２目 患者

外給食収益、補正予定額１５万９，０００円の増額でございます。説明欄記載

のとおりでございます。３目 長期前受金戻入、補正予定額３８４万１，００

０円の増額でございます。

続きまして、２１６ページをお開きください。資本的支出でございます。１

款 資本的支出 １項 建設改良費 １目 有形固定資産購入費、補正予定額

１，７２６万６，０００円の減額でございます。主な要因といたしましては、

医療用画像管理システム、これが９５７万円の減額、その他医療機器の購入に

係る執行残によるものでございます。これが１，５７９万円の減額ということ

で主な要因となってございます。

続きまして、２１４ページをお開きください。資本的収入でございます。１

款 資本的収入 ２項 繰入金 １目 繰入金、補正予定額３万円の減額でご

ざいます。３項 企業債 １目 企業債、補正予定額９８０万円の減額でござ

います。先ほどの支出に関連いたしまして医療機器の執行額の減によるもので

ございます。

続きまして、１９２ページに戻っていただきまして、補正予算第４条 債務

負担行為の補正でございます。債務負担行為をすることができる事項として１

件の業務を定めるものであります。

次に、補正予算第５条 企業債の補正であります。主に医療用画像管理シス

テム整備事業等医療機器整備事業の限度額を変更するものであります。

次に、補正予算第６条 議会の議決を経なければ流用することができない経

費につきましては、給与費を２，２９７万２，０００円減額し、４億１，６５

３万円に改めるものであります。

次に、補正予算第７条 たな卸資産購入限度額でありますが、１，１２０万

７，０００円減額し、４，７５５万８，０００円に改めるものであります。

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○ 議長 大釜 登 ただいま、説明が終わりましたので、質疑を行います。

質疑ございませんか。

○ 議長 大釜 登 東出善幸議員。

〇 議員 東出 善幸 ２０７ページの時間外勤務手当６２６万４，０００円

の減額について、説明をお願いします。

○ 議長 大釜 登 病院事務長。

○ 病院事務長 髙田 恵一 時間外勤務手当の減額でございますが、主に看

護師の時間外手当が減ってございます。こちらにつきましては、前年度までは

新型コロナウイルスの対応というものが、決められたかなり多くの作業をし

なければいけませんでしたが、今年度に入ってから５類ということになって
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ございますので、その分が概ね時間の減少になったのかなと考えてございま

す。また、春から夏にかけて利用率が少し下がった時期もございましたので、

こちらも作業が減ったものと考えてございます。以上です。

○ 議長 大釜 登 よろしいですか。

〇 議員 東出 善幸 はい。

○ 議長 大釜 登 ほかに質疑ございませんか。（「質疑なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 質疑なしと認め、以上で質疑を終わります。

次に討論を行います。討論ございませんか。（「討論なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 討論なしと認め、以上で討論を終わります。

お諮りいたします。議案第９号は、原案のとおり可決することにしたいと思

います。これにご異議ございませんか。（「異議なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 異議なしと認め、本案は、原案のとおり可決することに

決定いたしました。

◎ 日程１０番 議案第１０号 令和６年度月形町農業集落排水事業会計補正

予算（第１号）

○ 議長 大釜 登 日程１０番 議案第１０号 令和６年度月形町農業集

落排水事業会計補正予算（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

○ 議長 大釜 登 副町長。

○ 副町長 藤原 栄一 それでは、議案書２２３ページをお開きください。議

案第１０号 令和６年度月形町農業集落排水事業会計補正予算（第１号）につ

いて、ご説明を申し上げます。補正予算第２条 業務の予定量の補正でありま

すが、（４）主な建設改良事業、管渠建設改良費の補正予定量を５４万５，０

００円減額で９１万８，０００円とし、処理場建設改良費を４，４０４万１，

０００円増額で、総額１億４，１５１万４，０００円とするものであります。

補正予算第３条 収益的収入及び支出の予定額の補正でありますが、収入の

部では、１款 下水道事業収益 １項 営業収益、５，０００円増額、２項

営業外収益５３万３，０００円増額、下水道事業収益総額を１億１，９８８万

９，０００円とするものであります。支出の部では、１款 下水道事業費用

１項 営業費用、１３７万１，０００円増額、２項 営業外費用、１４万５，

０００円減額、３項 特別損失、１４万９，０００円減額、下水道事業費用の

総額を１億１，９３３万３，０００円とするものであります。

補正予算第４条 資本的収入及び支出の予定額の補正であります。収入の部

では、1款 資本的収入 １項 企業債、２，１９０万円増額、２項 他会計

補助金、１２７万６，０００円減額、３項 補助金、２，１７８万円増額、資
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本的収入の総額を１億４，７５３万８，０００円とするものであります。支出

の部では、１款 資本的支出 １項 建設改良費、４，３４９万６，０００円

増額し、資本的支出の総額を１億７，４４８万９，０００円とするものであり

ます。これに伴いまして、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２，

５８５万９，０００円を２，６９５万１，０００円に、消費税資本的収支調整

額４０１万７，０００円を４０４万２，０００円とし、損益勘定留保資金２，

１６０万３，０００円を２，２５９万１，０００円に、引継金２３万９，００

０円を３１万８，０００円に改めるものであります。

今回の補正予算につきましては、年度末にあたり、事務事業費の確定や執行

見込み額の精査並びに収益等の見込み額の精査を行って、主に予算の整理をす

るものでありますが、月形地区終末処理場の機能強化事業については、増額補

正をするものでございます。

それでは、事項別に説明を申し上げます。２３８ページをお開きください。

最初に収益的支出でございます。１款 下水道事業費用 １項 営業費用 １

目 管渠費、補正予定額５６万７，０００円の減額、説明欄記載のとおりでご

ざいます。２目 処理場費、補正予定額８１万７，０００円の減額、説明欄記

載のとおりでございます。３目 総係費、補正予定額６万６，０００円の減額、

説明欄記載のとおりでございます。４目 減価償却費、補正予定額２８１万５，

０００円の増額でございます。令和５年度の災害復旧工事分の減価償却分を精

査しての増額分でございます。５目 資産減耗費、補正予定額６，０００円の

増額でございます。

続きまして、２項 営業外費用 １目 支払利息及び企業債取扱諸費、補

正予定額１４万５，０００円の減額でございます。説明欄記載のとおりでご

ざいます。

続きまして、３項 特別損失 １目 その他特別損失、補正予定額１４万

９，０００円の減額で、説明欄記載のとおりでございます。

続きまして、２３６ページをご覧ください。収益的収入でございます。１

款 下水道事業収益 １項 営業収益 １目 下水道使用料、補正予定額１

５万円の増額でございます。２目 その他営業収益、補正予定額１４万５，

０００円の減額でございます。

続きまして、２項 営業外収益 １目 他会計補助金、補正予定額５０７

万４，０００円の減額で、説明欄記載のとおりでございます。２目 長期前

受金戻入、補正予定額２０８万４，０００円の増額でございます。

続きまして、３目 消費税及び地方消費税還付金、補正予定額３５２万

３，０００円の増額でございます。これにつきましては、令和６年度の工事

等の還付が主な内容となってございます。
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次に、２４２ページをお開きください。資本的支出でございます。１款

資本的支出 １項 建設改良費 １目 管渠建設改良費、補正予定額５４万

５，０００円の減額で、説明欄記載のとおりでございます。２目 処理場建

設改良費、補正予定額４，４０４万１，０００円の増額でございます。主な

増額の内容につきましては、工事請負費の処理施設電気設備・機械設備工事

４，５００万円でございますが、ただいま、令和６年度より月形地区処理場

の機能強化事業、主に電気設備の工事を３年間で実施をしてございます。こ

の機能強化事業の事業費として国の補正予算があったことによりまして、増

額補正をするものでございます。この費用については、繰越を令和７年度に

する予定でございます。

続きまして、２４０ページをお開きください。資本的収入でございます。

１款 資本的収入 １項 企業債 １目 企業債、補正予定額２，１９０万

円、先ほど資本的支出で説明をいたしました処理場建設費の企業債の増額分

でございます。２項 他会計補助金 １目 他会計補助金、補正予定額１２

７万６，０００円の減額、説明欄記載のとおりでございます。３項 補助金

１目 補助金、補正予定額２，１７８万円の増額、先ほどの増額補正に関わ

る補助金の増額でございます。

続きまして、２２４ページに戻っていただきまして、補正予算第５条 特

例的収入及び支出で、未収金及び未払金の金額をそれぞれ３１９万８，００

０円及び２９５万９，０００円から３１０万５，０００円及び２７８万７，

０００円に改めるものであります。

次に、補正予算第６条 債務負担行為の補正です。債務負担行為をするこ

とができる事項としての業務を定めるものであります。

次に、補正予算第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び

限度額を定めるものであります。

次に、補正予算第７条 企業債の補正で、下水道整備事業に係る処理場建

設改良費の増額補正に伴う限度額を変更するものであります。

次に、補正予算第８条 他会計からの補助金を３，９１２万６，０００円

に改めるものであります。

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○ 議長 大釜 登 ただいま、説明が終わりましたので、質疑を行います。

質疑ございませんか。（「質疑なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 質疑なしと認め、以上で質疑を終わります。

次に討論を行います。討論ございませんか。（「討論なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 討論なしと認め、以上で討論を終わります。

お諮りいたします。議案第１０号は、原案のとおり可決することにしたいと
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思います。これにご異議ございませんか。（「異議なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 異議なしと認め、本案は、原案のとおり可決することに

決定いたしました。

◎ 日程１１番 議案第１１号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関

係条例の整理に関する条例の制定について

○ 議長 大釜 登 日程１１番 議案第１１号 刑法等の一部を改正する

法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定についてを議題といた

します。

提出者の説明を求めます。

○ 議長 大釜 登 副町長。

○ 副町長 藤原 栄一 それでは、議案書２４５ページをお開きください。

ただいま、議題となりました議案第１１号 刑法等の一部を改正する法律の

施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について、ご説明を申し上げ

ます。議案第１１号は、刑法等の一部を改正する法律の施行に伴い、懲役及

び禁固を廃止し、これらに代えて拘禁刑を創設することなどが内容とされる

改正規定が刑法等の一部を改正する法律の施行期日を定める政令により令和

７年６月１日より施行されることから、本町の関係する条例等の改正を行う

ものであります。この条例は、令和７年６月１日から施行するものでありま

す。

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○ 議長 大釜 登 ただいま、説明が終わりましたので、質疑を行いま

す。

質疑ございませんか。（「質疑なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 質疑なしと認め、以上で質疑を終わります。

次に討論を行います。討論ございませんか。（「討論なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 討論なしと認め、以上で討論を終わります。

お諮りいたします。議案第１１号は、原案のとおり可決することにしたいと

思います。これにご異議ございませんか。（「異議なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 異議なしと認め、本案は、原案のとおり可決することに

決定いたしました。

◎ 日程１２番 議案第１２号 情報通信技術の活用による行政手続き等に係

る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデ

ジタル社会形成の基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整

理に関する条例の制定について
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○ 議長 大釜 登 日程１２番 議案第１２号 情報通信技術の活用によ

る行政手続き等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効

率化を図るためのデジタル社会形成の基本法等の一部を改正する法律の施行

に伴う関係条例の整理に関する条例の制定についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

○ 議長 大釜 登 副町長。

○ 副町長 藤原 栄一 議案書２４９ページをお開きください。ただいま、議

題となりました議案第１２号 情報通信技術の活用による行政手続等に係る

関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジ

タル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に

関する条例の制定について、ご説明を申し上げます。令和６年６月７日に公布

されました情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向

上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法

等の一部を改正する法律が令和７年４月１日に施行されることに伴い、行政手

続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律が改正さ

れ、同法第２条第８項において、新たにカード代替電磁的記録の定義が規定さ

れることから、本町の関係条例で引用する条項にずれが生じるため、番号利用

法第２条各号を引用する本町条例の規定について、番号利用法の改正に合わせ、

引用条項を改めるものであります。この条例は、令和７年４月１日から施行す

るものであります。

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○ 議長 大釜 登 ただいま、説明が終わりましたので、質疑を行います。

質疑ございませんか。（「質疑なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 質疑なしと認め、以上で質疑を終わります。

次に討論を行います。討論ございませんか。（「討論なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 討論なしと認め、以上で討論を終わります。

お諮りいたします。議案第１２号は、原案のとおり可決することにしたいと

思います。これにご異議ございませんか。（「異議なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 異議なしと認め、本案は、原案のとおり可決することに

決定いたしました。

◎ 日程１３番 議案第１３号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について

○ 議長 大釜 登 日程１３番 議案第１３号 職員の育児休業等に関す

る条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。
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○ 議長 大釜 登 副町長。

〇 副町長 藤原 栄一 議案書２５１ページをご覧ください。ただいま、議題

となりました議案第１３号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について、ご説明を申し上げます。育児休業、介護休業等育児又

は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び次世代育成支援対策推進法

の一部を改正する法律の施行に伴い、関係条例及び規則を改正するもので、育

児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の改正

により、引用条項を整理するものであります。この条例は、令和７年４月１日

から施行するものであります。

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○ 議長 大釜 登 ただいま、説明が終わりましたので、質疑を行います。

質疑ございませんか。（「質疑なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 質疑なしと認め、以上で質疑を終わります。

次に討論を行います。討論ございませんか。（「討論なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 討論なしと認め、以上で討論を終わります。

お諮りいたします。議案第１３号は、原案のとおり可決することにしたいと

思います。これにご異議ございませんか。（「異議なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 異議なしと認め、本案は、原案のとおり可決することに

決定いたしました。

◎ 日程１４番 議案第１４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について

○ 議長 大釜 登 日程１４番 議案第１４号 職員の勤務時間、休暇等

に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

○ 議長 大釜 登 副町長。

〇 副町長 藤原 栄一 議案書２５３ページをお開きください。ただいま、議

題となりなりました議案第１４号 職員の勤務時間休暇等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について、ご説明を申し上げます。育児休業、介護休

業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び次世代育成支援

対策推進法の一部を改正する法律の施行に伴い、関係条例及び規則を改正す

るもので、育児を行う職員が正規の勤務時間以外の時間に勤務しないことを

請求できる職員の範囲を、３歳に満たない子のある職員から小学校就学前の

始期に達するまでの子のある職員に拡充するものであります。また、介護休暇

について配偶者が介護を必要とする状況に至った職員が申し出たときは、申

し出に係る措置等を講じることを規定し、また、同様に４０歳に達した職員に
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対しても同内容を知らせることを規定するもので、併せて勤務環境の整備に

ついても規定するものであります。この条例は令和７年４月１日から施行す

るものであります。

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○ 議長 大釜 登 ただいま、説明が終わりましたので、質疑を行います。

質疑ございませんか。（「質疑なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 質疑なしと認め、以上で質疑を終わります。

次に討論を行います。討論ございませんか。（「討論なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 討論なしと認め、以上で討論を終わります。

お諮りいたします。議案第１４号は、原案のとおり可決することにしたいと

思います。これにご異議ございませんか。（「異議なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 異議なしと認め、本案は、原案のとおり可決することに

決定いたしました。

◎ 日程１５番 議案第１６号 月形町職員定数条例の一部を改正する条例の

制定について

○ 議長 大釜 登 日程１５番 議案第１６号 月形町職員定数条例の一

部を改正する条例の制定についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

○ 議長 大釜 登 副町長。

〇 副町長 藤原 栄一 議案書２８７ページをお開きください。ただいま、

議題となりました議案第１６号 月形町職員定数条例の一部を改正する条例

の制定について、ご説明を申し上げます。町立病院における新たな需要、とり

わけ受託事業等にも対応するための医療従事者の充実を図るため、定数の改

正を行うものであります。また、昨今の社会情勢の変化により消防行政への

需要が多岐にわたることや、職員の働き方などの変化もありまして、将来的

に安定し、持続可能な消防行政を維持していくための消防職員の確保と職場

環境の整備を進めていくことを目的として、また、職員の派遣先である岩見

沢地区消防事務組合の職員定数の改正が予定されていることに伴いまして、

本町からの派遣職員数についても改正を行うものであります。この条例は、

令和７年４月１日施行するものであります。

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○ 議長 大釜 登 ただいま、説明が終わりましたので、質疑を行います。

質疑ございませんか。（「質疑なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 質疑なしと認め、以上で質疑を終わります。

次に討論を行います。討論ございませんか。（「討論なし」の声あり）
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○ 議長 大釜 登 討論なしと認め、以上で討論を終わります。

お諮りいたします。議案第１６号は、原案のとおり可決することにしたいと

思います。これにご異議ございませんか。（「異議なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 異議なしと認め、本案は、原案のとおり可決することに

決定いたしました。

◎ 日程１６番 議案第１９号 旧月形町職員退職手当支給条例を廃止する条

例の制定について

○ 議長 大釜 登 日程１６番 議案第１９号 旧月形町職員退職手当支

給条例を廃止する条例の制定についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

○ 議長 大釜 登 副町長。

〇 副町長 藤原 栄一 議案書２９３ページをお開きください。ただいま、議

題となりました議案第１９号 旧月形町職員退職手当支給条例を廃止する条

例の制定について、ご説明を申し上げます。本条例におきましては、昭和３１

年９月２７日以降改正がされていないこと、現在は、北海道市町村職員退職手

当組合から退職手当が支給されており、当該条例の適用はないこと。また、当

該条例の対象となる職員が在職していないことから、当該条例を廃止するも

のであります。この条例は、令和７年４月１日施行するものであります。

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○ 議長 大釜 登 ただいま、説明が終わりましたので、質疑を行います。

質疑ございませんか。（「質疑なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 質疑なしと認め、以上で質疑を終わります。

次に討論を行います。討論ございませんか。（「討論なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 討論なしと認め、以上で討論を終わります。

お諮りいたします。議案第１９号は、原案のとおり可決することにしたいと

思います。これにご異議ございませんか。（「異議なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 異議なしと認め、本案は、原案のとおり可決することに

決定いたしました。

◎ 日程１７番 議案第２０号 月形町第５次総合振興計画の策定について

○ 議長 大釜 登 日程１７番 議案第２０号 月形町第５次総合振興計

画の策定についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

○ 議長 大釜 登 副町長。

〇 副町長 藤原 栄一 議案書２９５ページをお開きください。ただいま、議
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題となりました議案第２０号 月形町第５次総合振興計画の策定について、

ご説明を申し上げます。月形町第５次総合振興計画基本構想の策定について、

議会の議決に付すべき事件に関する条例第２条の規定により、議会の議決を

求めるものであります。本計画では、みんなで創る未来 ともに歩むまちづく

りを将来像に基幹産業であります農業の振興と農村環境の保全、快適で安

全・安心な住環境の整備、デジタル社会の推進、ＳＤＧｓの推進等、多くの課

題に取り組んでいくものとし、まちづくりの柱として、１．ともに支え合う健

やかなまちづくり、２．活力とにぎわいのあるまちづくり、３．快適で安全・

安心なまちづくり、４．人が輝き文化を育むまちづくり、５．未来の暮らしを

支えるまちづくり、６．ともに生き、ともに歩むまちづくりの６つの柱を目標

に、今後１０年間の計画とするものであります。

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○ 議長 大釜 登 ただいま、説明が終わりましたので、質疑を行います。

質疑ございませんか。（「質疑なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 質疑なしと認め、以上で質疑を終わります。

次に討論を行います。討論ございませんか。（「討論なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 討論なしと認め、以上で討論を終わります。

お諮りいたします。議案第２０号は、原案のとおり可決することにしたいと

思います。これにご異議ございませんか。（「異議なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 異議なしと認め、本案は、原案のとおり可決することに

決定いたしました。

◎ 日程１８番 議案第２１号 定住自立圏の形成に関する協定の締結につい

て

○ 議長 大釜 登 日程１８番 議案第２１号 定住自立圏の形成に関す

る協定の締結についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

○ 議長 大釜 登 副町長。

〇 副町長 藤原 栄一 議案書２９７ページをお開きください。ただいま、議

題となりました議案第２１号 定住自立圏の形成に関する協定の締結につい

て、議会の議決に付すべき事件に関する条例第２条の規定により、議会の議決

を求めるものであります。この協定は、定住自立圏構想推進要綱第４に規定す

る中心市宣言を公表した岩見沢市と当該中心市宣言に賛同した圏域市町が相

互に役割を負担し、連携を図りながら、圏域に必要な都市機能及び生活機能を

確保し、安心して暮らすことができる定住自立圏を形成することを目的とす

るものであります。定住自立圏の形成に関する協定の内容につきましては、生
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活機能の強化に係る政策分野、医療、福祉、教育などの８つの項目、結びつき

やネットワークの強化に係る政策分野として、地域公共交通、道路等の交通イ

ンフラの整備など６つの項目、資源制約に対応するための圏域マネジメント

等に係る政策分野としての人材育成、外部からの行政及び民間人材の活用な

ど６つの項目について協定を結び、規定する政策分野の取り組みにおいて相

互に役割を分担し、連携を図るものとしております。

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○ 議長 大釜 登 ただいま、説明が終わりましたので、質疑を行います。

質疑ございませんか。（「質疑なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 質疑なしと認め、以上で質疑を終わります。

次に討論を行います。討論ございませんか。（「討論なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 討論なしと認め、以上で討論を終わります。

お諮りいたします。議案第２１号は、原案のとおり可決することにしたいと

思います。これにご異議ございませんか。（「異議なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 異議なしと認め、本案は、原案のとおり可決することに

決定いたしました。

○ 議長 大釜 登 暫時休憩いたします。 （午後 ２時３５分休憩）

○ 議長 大釜 登 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

（午後 ２時５０分再開）

◎ 日程１９番 令和７年度町政執行方針、日程２０番 令和７年度教育行政

執行方針

○ 議長 大釜 登 日程１９番 令和７年度町政執行方針、日程２０番

令和７年度教育行政執行方針を一括議題といたします。

○ 議長 大釜 登 最初に、令和７年度町政執行方針の説明を求めます。

○ 議長 大釜 登 町長。

○ 町長 上坂 隆一 町政執行方針を朗読説明する。

○ 議長 大釜 登 続いて、令和７年度教育行政執行方針の説明を求めま

す。

○ 議長 大釜 登 教育長。

○ 教育長 兼平 晃成 教育行政執行方針を朗読説明する。

○ 議長 大釜 登 以上で執行方針の説明を終わります。

◎ 日程２１番 議案第１５号 職員の給与に関する条例等の一部を改正する
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条例の制定について、日程２２番 議案第１７号 非常勤特別職員の報酬及

び費用弁償支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について、日程２

３番 議案第１８号 月形町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正

する条例の制定について、日程２４番 議案第２２号 令和７年度月形町一

般会計予算、日程２５番 議案第２３号 令和７年度月形町国民健康保険事

業特別会計予算、日程２６番 議案第２４号 令和７年度月形町介護保険事

業特別会計予算、日程２７番 議案第２５号 令和７年度月形町後期高齢者

医療特別会計予算、日程２８番 議案第２６号 令和７年度国民健康保険月

形町立病院事業会計予算、日程２９番 議案第２７号 令和７年度月形町農

業集落排水事業会計予算

○ 議長 大釜 登 日程２１番 議案第１５号 職員の給与に関する条例

等の一部を改正する条例の制定について、日程２２番 議案第１７号 非常

勤特別職員の報酬及び費用弁償支給に関する条例の一部を改正する条例の制

定について、日程２３番 議案第１８号 月形町職員の特殊勤務手当に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について、日程２４番 議案第２２号

令和７年度月形町一般会計予算、日程２５番 議案第２３号 令和７年度月

形町国民健康保険事業特別会計予算、日程２６番 議案第２４号 令和７年

度月形町介護保険事業特別会計予算、日程２７番 議案第２５号 令和７年

度月形町後期高齢者医療特別会計予算、日程２８番 議案第２６号 令和７

年度国民健康保険月形町立病院事業会計予算、日程２９番 議案第２７号

令和７年度月形町農業集落排水事業会計予算、以上、９議案につきましては、

関連がありますので、一括議題といたします。

提出者の説明を求めます。

○ 議長 大釜 登 副町長。

○ 副町長 藤原 栄一 ただいま、議題となりました議案につきまして、ご説

明を申し上げます。議案第２２号 令和７年度月形町一般会計予算、議案第２

３号 令和７年度月形町国民健康保険事業特別会計予算、議案第２４号 令

和７年度月形町介護保険事業特別会計予算、議案第２５号 令和７年度月形

町後期高齢者医療特別会計予算、議案第２６号 令和７年度国民健康保険月

形町立病院事業会計予算、議案第２７号 令和７年度月形町農業集落排水事

業会計予算につきましては、町政執行方針でその対応を申し上げております

が、一般会計、３特別会計、２事業会計、合わせて６会計につきまして、ご提

案をさせていただきます。また、予算に関連します議案第１５号 職員の給与

に関する条例等の一部を改正する条例の制定について、議案第１７号非常勤

特別職員の報酬及び費用弁償支給に関する条例の一部を改正する条例の制定

について、議案第１８号 月形町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を
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改正する条例の制定についての３議案につきましても、併せてご提案させて

いただくものでありますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○ 議長 大釜 登 説明が終わりました。お諮りいたします。ただいま、上

程されました令和７年度各会計予算及び予算関連議案の審査については、議長

を除く全員で構成する予算特別委員会を設置し、これに付託して審査すること

にしたいと思います。

これにご異議ございませんか。（「異議なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 異議なしと認め、令和７年度各会計予算の関連議案と

して、議案第１５号、議案第１７号及び議案第１８号の３議案、令和７年度各

会計予算として、議案第２２号から議案第２７号までの６議案、合わせて９議

案については、議長を除く全員で構成する予算特別委員会を設置し、これに付

託して審査をすることに決定をいたしました。

○ 議長 大釜 登 お諮りいたします。３月５日から３月１２日までは、会

議規則第１０条第１項及び同条第２項の規定により休会とし、３月１４日か

ら、令和７年度の各会計予算の審議のため、予算特別委員会が終了するまで、

休会にしたいと思います。

これにご異議ございませんか。（「異議なし」の声あり）

○ 議長 大釜 登 異議なしと認め、３月５日から３月１２日までは、会議

規則第１０条第１項及び同条第２項の規定により休会とし、３月１４日から、

令和７年度の各会計予算の審議のため、予算特別委員会が終了するまで、休会

することに決定いたしました。

○ 議長 大釜 登 暫時休憩いたします。 （午後 ３時５０分休憩）

○ 議長 大釜 登 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

（午後 ４時００分再開）

○ 議長 大釜 登 この際、報告いたします。先ほど設置しました予算特別

委員会の委員長に金子廣司議員、副委員長に若井昭二議員が互選されましたの

で報告いたします。

○ 議長 大釜 登 以上で本日の日程は全て終了いたしました。

本日は、これをもって散会いたします。

なお、３月１３日の本会議は、午前１０時００分から再開し、一般質問を行

います。

（午後 ４時０１分散会）


